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第11回 市内の団体や個人を紹介します。

　矢作町の熊谷敏宏（36歳）さんは、市
内の林業事業所 (佐藤林業・矢作町 )に
勤務しています。木の苗を植える造林業
や草刈り、伐採などが日常の業務です。
また、気仙地区初の特殊伐採という高い
木に登って上から下へと枝や幹を切る技
術者でもあります。市内各地で家屋や電
線などに支障となっている木を切ってほ
しいという要望に応えています。新しい
技術と併せ、山や郷土への思いを聞きま
した。　　　　（担当・木村聡、伊勢純）

　私は、小学生のころから山に入って手伝い
をしてきました。母方の祖父は気仙にいた
300人の木挽き集団のリーダーとして北海道
にも出掛けていたそうです。父の言葉は「林
業は一代にしてならず」でした。私は先祖を
尊重したいと思っています。
　特殊伐採を新潟県の師匠に通って身につけ
たのは「みんなを驚かせ、がんばっている姿
を見てもらいたい」との思いからです。これ
をきっかけに、木挽棟梁（山仕事のリーダー）に

求められる空師と呼ばれる特殊伐採の能力を持
つ後継者を生み出したいです。そして、身を削
ってでも地元の林業の活気を戻したいと思って
います。
　若い人には自分が生まれ育った郷土を見直し
てほしいです。山であれば、春は山菜、秋はキ
ノコと楽しい。祖父や祖母がつくってくれた料
理、そして、実家のみそ汁が一番です。故郷の
味を腹でわかっているからこそ、私は、今後も
この地でがんばっていきます。

第11 回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熊　谷　敏　宏 さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　特殊伐採・林業
　

と し ひ ろ

議会一口メモ③
【議決】
　個々の議員が各議案に対し賛成や反対の意思表示をすることにより
議会の意思を決定することで、次のような種類があります。
可決（否　決）＝予算、条例、意見書、決議など
認定（不認定）＝決算
承認（不承認）＝専決処分
同意（不同意）＝人事案件
採択（不採択）＝請願
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当・鵜浦昌也）


